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カブラハバチ(膜麹目)の座発生における dpp遺伝子の機能
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昆虫の付属肢の形態・形成様式は非常に多様である O 昆虫の進化の過程を考えていく上で、これらは重要な因

子のーっといえる。そこで近年、さまざまな種で付属肢の形成様式に関わる遺伝子の発現調節機構が調べられ、

比較されてきている O 膜麹目の広腰亜日の昆虫は鱗麹目と同じく幼虫期に腹部の体節に顕著な腹脚が形成され

る。最近の報告でdistallessなどの発現様式の違いからから、膜麹目広腰亜日と鱗麹目では腹脚が構造的に異なる

ことが示唆されている (Suzukiand Palopoli， 2001) 0 decatentatlegic (dtt)は昆虫の妊発生から成虫にいたるまで

さまざまな段階で形態形成に関与する遺伝子であり (Podosand Ferguson， 1999)、付属肢の形成にも関与するこ

とが知られている (Sanchez司 Salazaret al.， 1996)。脹発生における dttの発現様式はさまざまな昆虫で調べられて

いるが、顕著な腹脚が形成される昆虫ではまだ報告がない。

カフやラハパチAthaliarosae ruficornisは膜麹目広腰亜日に属し雄産生単為発生を行う(半数倍数性)。性の決定

様式はー遺伝子座・複対立遺伝子で、未受精卵は半数体(へミ)の雄に、受精卵(ヘテロ)は二倍体の雌になる

ことが知られている。実験室内で通年継代飼育ができ成熟未受精卵を蒸留水に浸すことで人為的に単為発生を開

始させることができ、また昆虫で唯一、体外人工授精が可能である (Oishiet al.， 1993， 1995， 1998)。染色体数

(n = 8) に収束した遺伝子連鎖地図の作製 (Matsumotoet al.， 2001)や特定の遺伝子を FISH法により染色体に

位置づける技術の確立 (Matsumotoet al.， 2002) も行われている。最近になって外来遺伝子導入系も確立された

(Sumitani et al.， 2003) 0 このような特長から、カブラハパチは卵付活、受精などの初期発生、性決定、減数分裂、

単為発生などの研究に適したモデル生物である。そこで、これまでにカブラハパチの dtt遺伝子 cDNAの全長を

クローニングし、コードされるアミノ酸配列は構造的にも他種のものと高い保存性があること、また初期目玉で過

剰に発現させると付属肢の形成などに異常がおこることを明らかにしてきた(山本ら， 2001， 2002)。

今回、機能ドメインをコードする塩基配列の部分をプロープとして、カブラハパチの発生開始後48時間の目玉で

ホールマウント insituハイブリダイゼーションを行い、 dttの発現を検出した。走査型電子顕微鏡で観察した結

果と比較したところ、頭部の上唇、触角、大顎、小顎、下唇や、胸脚、腹脚の形成部位、また、尾節などで発現

が見られた。腹脚での発現は、鱗麹自では確認されておらず、初めてのものである。 hst70のプロモーターの調

節下でdttを過剰に発現させた実験でも体節や付属肢の形成に異常が見られることから(山本ら， 2002)、dttは

カブラハバチでも版発生における付属肢の形成に関わることが考えられる O 今後、 distalless、Ultrabithorax、

abdominal-Aなどの他の付属肢形成に関わる遺伝子との関係を明らかにし、腹脚の形成機構を明らかにしたい。

• Abstract of paper read at the 38th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of ]apan， ]uly 5-6， 2002 (Sugadaira， 

Nagano). 
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